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ぞ〉
廊，~

し、 し

実りの秋。この表現がぴウたりくるような今年

たよ

けに農家の人たちの表情はいつになく明るく、収穫する喜びにあふれ

ここ 、蒜生の曲山さん宅の栗林も今年は豊作のようで、粟拾いをする子供大

の歓声が響き渡っている。見るまに幅子は自然の恵みでいっぱいになり、太

の光を浴びた粟は、子供たぢのホッペのようにツヤツヤして美しい。こんなちっ

ちゃな体験に胸おどらす子供たち O 自然とのふれあいの中て¥ 実りの秋を掌伝全

体で感じとっているようでした。
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空
港
用
地
は

約
四
百
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル

県からの説明を熱心に酪く地権者〈須釜児童館にて〉

空
港
本
体
と
周
辺
の
緩
衡
緑
地
な
ど

を
含
め
、
空
港
用
地
は
約
一
四
百
五
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
。

こ
れ
は
、
玉
川
村
大
字
岩
法
寺
、
小

高
、
北
須
設
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
と
須
賀

川
川
市
大
字
狼
森
、
田
中
の
一
部
に
ま
た

が
る
地
域
で
木
村
の
面
積
は
、
須
賀
川

市
と
お
お
よ
そ
半
々
と
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、

土
地
所
有
者
数
は

転
が
見
込
ま
れ
る

住
家
十
四
棟
、
非
住
家
二
十
一
ニ
棟
、
公

共
施
設
…
一
一
様
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
c

計
画
の
あ
ら
ま
し

O
空
港
の
種
類

で
す
。

O
滑
走
路
の
規
模

ジ
ェ
ッ
ト
機
時
代
に
対
応
し
て
、
エ

ア
パ
ス
級
〈
一
ニ

O
O人
J
一一一五

O
人

乗
り
〉
が
就
航
可
能
な
一
一
千
五
百
米

で
す
。

O
道
路
計
画

既
存
の
道
路
網
を
整
備
す
る
ほ
か
、

国
道
一
一
八
号
線
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
の
西
側
道
入
路
と
、
須
賀
川
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
経
て
県
道
千
五

沢
、
矢
吹
線
ま
で
ロ
ヘ

の
東
側
進
入
路
の
一
間

新

設

を

計

画

。

積

空

港

の

計

画

進

度

面

に
合
わ
せ
必
要
な
白
川

区

間

か

ら

建

設

さ

沼

れ

る

こ

と

に

な

っ

主

て
い
ま
す
。

O
緩
衝
緑
地
の
利
用
計
麗

騒
音
の
緩
衡
を
は
か
り
な
が
ら
、
広

域
的
な
レ
グ
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
施
設
を

有
す
る
都
市
公
園
が
計
画
さ
れ
ま
す
。

建
設
へ
の
手
順

地自 面積 割合

ha 
守.956 

回 34 

京国 50 11.1 

山林 351 78.0 

その他 15 3.4 

言十 450 100.0 

O
留
の
整
儲
計
画
組
入
れ
が
条
件

空
港
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

国
の
第
十
丘
次
空
港
整
備
計
画
に
の
る

IT!J 
道

一

山
田
げ
・

r
出

J

、r
1
1
8

樹
一

こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
り
ま
す
0

0
用
地
取
得
は
、
空
港
設
置
許
可
後

国
の
計
画
に
組
入
れ
ら
れ
る
と
、
空

港
設
置
許
可
の
申
請
を
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
申
請
に
は
、
土

地
所
有
者
の
同
意
書
が
、
添
付
書
類

と
し
て
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
経
て
、
空
港
設
置
許

可
後
用
地
取
得
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

→自ioJ矢吹I.C
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可童、園 耳自初百
/曹、S を分め五農
長長ι 傾のて十繁
二軍さと け 土 示 人期
撃事涯て地さ余に

亡しをれりも
ま確たのか

見離 し認、空地 か
た し 港 権 わは o な計者ら

が画がず
ら図集会十 説をま場
明前りに
十ζ 十こ 、』土

分
な
配
属譲

山川

説
明
に
は
県
空
港
技
術
集
積
地
域
対

策
室
矢
吹
主
幹
ら
が
あ
た
り
ま
し
た
。

前
回
と
同
じ
く
計
画
概
要
な
ど
の
ほ

か
、
特
に
閣
の
第
五
次
空
港
整
備
計
画

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
後
、
提
出
す
る
こ

と
と
な
る
空
港
設
置
許
可
申
誌
に
添
付

す
る
地
権
者
の
同
意
書
収
集
や
、
今
後

話
し
合
い
の
窓
口
と
な
る
地
権
者
会
設

立
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解
と
協
力
が
い

た
だ
け
る
よ
う
進
め
た
い
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

道
な
ど
線
的
な
利
用
を
考
え
て
い
る
。
る
か
。

具
体
的
に
は
今
年
度
土
木
部
で
調
査
を
答
都
市
計
画
は
整
備
、
開
発
、
保
全

予
定
し
て
い
る
の
で
、

e

そ
の
結
果
を
待
を
効
果
的
に
進
め
る
う
え
で
必
要
で
あ

っ

て

示

し

て

い

き

た

い

。

り

、

現

在

県
の
土
木
部
で
都
市
計
画
の

問
農
地
の
代
替
地
な
ど
地
権
者
の
生
調
査
を
進
め
代
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

活
再
建
対
策
を
.
と
う
考
え
て
い
る
か
。
そ
の
結
果
を
待
っ
て
街

e

つ
く
り
に
つ
い

答
代
替
地
を
含
む
生
活
再
建
対
策
は
て
み
な
さ
ん
と
真
剣
に
話
を
進
め
て
い

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
地
権
者
の
考
九
き
た
い
。

を
聞
い
た
う
え
で
村
と
も
協
議
℃
な
が

/関
川白丸
山
林
弘
一開
発
に
よ
る
出
水
、
用
水

ら
個
別
に
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
?
不
足
な
ど
水
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

問

騒

音

対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
の
か
。

い

る

の

か

。

答

開

発

に

よ

る

出

水

に

つ

い

て

は

調

答
周
辺
整
備
用
地
で
騒
音
緩
衡
帯
を
整
池
等
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
水
源

兼
ね
る
の
で
、
影
響
は
相
当
軽
減
さ
れ
の
確
保
に
つ
い
て
は
利
一水
調
査
を
行
つ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
万
が
一
影
響
が
て
、
現
状
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う

出
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

対

応

し

て

ふ

き

た

い

。

問

村

が

出

し

て

心

る

要

望

事

項

に

対

し
、
一
部
対
応
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ

る
が
、
未
解
答
が
大
部
分
で
あ
る
。
い

つ
ご
ろ
ま
で
回
答
で
き
る
の
か
。

答
事
業
の
進
捗
度
合
い
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
明
示
す
る
時
期
が
異
な
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
今
後
県
の
考
え
を
示
し
な

が
v

ら
村
と
話
じ
合
っ
て
い
き
た
い
。
既

に
要
望
に
沿
っ
て
対
応

?し
て
い
る
も
の

も
の
あ
る
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

街
会
つ
く
り
は

み
な
さ
ん
と
共
に

問
空
港
に
よ
る
波
及
効
果
は
大
き
い

と
思
う
の
で
、
村
の
開
発
を
考
え
る
と

き
、
早
いい
時
期
に
都
市
計
画
区
域
の
設

定
を
行
い
-
乱
開
発
の
防
止
を
す
る
必

要
が
あ
る
ど
思
う
が
、
ど
う
考
え
で
い

/ 

合" ~4匂節ザ
ミ~ ~ミ企 ，"" 

〈 J fー〆ー ....5話国節池¥¥///
J 

I .¥ i 
ノー

北 J 議

ー/¥ 

入 ¥

、z>'''''''./ '¥ 
/ 

---・ー¥，_..r-，-'.J 、¥ 

¥ 

¥ 
3号誤節池

2870 

/ 

/ 
/ 

f 
- ， -'2号調節池一一 J



山'"'1111111111111棚 1 984.10CJIIIIIIIIIIIIII 1111111111111111 11111111111111111111111111111111111 1111111111111附IlliI @潟亙 m削削川11山1111川1111111削1刊削11

予
算
は
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
青
写
真
だ
と
す
れ

ば
、
決
算
は
村
づ
く
り
、
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
だ
の
か
、

そ
の
一
年
間
の
記
録
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算

、
か
、
九
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
定
。

そ
こ
で
合
月
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
だ
税
金
や
国
・
黒

か
ら
の
補
助
金
・
地
方
受
付
税
な
ど
が
ど
の
位
入
り
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
だ
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

しあわせな老後のために

歳入
1，616，799千円

100% 

村民守人当り納めた税金

34，217円

一人当り納付額

，)6，092円

2，875円

684円

320円

11円

11，334円

2，901円

昭
和
五
十
八
年
度
の
一
殻
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
(
入
っ
た
お
金
)

が
十
六
億
一
千
六
百
七
十
九
万
九
千

円
、
歳
出
(
出
た
お
金
)
は
十
五
億

六
千
八
十
六
万
九
千
円
で
実
質
五
千

A
1
h
V
A
y
h
V
A
q
h
V
A
1
h
Y
A
1
b
v
A
y
h
V
A
司
令
A
Y
K
V
A
q
h
V
A
q
h
V
A
Y
K
V
A
y
h
v
A
y
h
V
A
y
h
V
A
1
h
V
A
y
h
V
A
1
h
V
A
Y
K
V
A
Y
K
V
A
y
h
V
A
1
h
v
d
h
v

五
百
九
十
一
一
一
万
円
の
黒
字
に
な
っ
て

い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
内
訳
を
見
て
み
ま
し

ト品、「ノ。

国
黒
依
存
の
財
源

歳
入
の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、

分
の
村
で
確
保
で
き
る
白
、
壬
財
源

は
三
六
・
O
%
と
ま
だ
ま
だ
低
く
、

昨
年
と
比
較
し
て
も
一
%
し
か
伸
び

て
お
ら
ず
相
変
わ
ら
ず
国
・
県
の
依

存
度
が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

な
か
で
も
菌
か
ら
国
税
の
一
定
割

合
を
村
の
財
政
事
情
に
合
わ
せ
て
配

分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
七
億
二
千

三
百
九
十
万
円
で
、
全
体
の
四
回
・

八
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
大
き
な
財
減
と
な
っ
て
い

る
の
子
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
村
税
で
十
五
・
九
%
、
二

億
五
千
六
百
九
十
七
万
円
に
な
っ
て

お
り
、
一
人
当
り
納
め
た
税
金
は
三

万
酉
千
二
百
十
七
円
で
す
。

ま
た
、
村
が
仕
事
を
す
る
と
き
に

国
や
県
が
そ
の
お
金
の
一
部
を
補
助

す
る
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金
を
合

わ
せ
る
と
二
憶
六
千
五
百
八
十
三
万

円
で
、
村
税
と
ほ
ぼ
間
じ
財
源
に
な

っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
る
と
歳
入

総
額
の
六
割
が
国
や
県
か
ら
入
っ
て

く
る
お
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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歳 出
1，560，869千円

100% 

すこやかな成長のために

業事設建

BJJ 

.49今964千円

-農山漁村振興特別対策事業9，053千円

-・・・8，309千円

-・・・・・・・3，000千円

-胆体営農道経{賄事業

-県単農道主主備事業..

昭和58年度

宇南

農
業
振
興
の
た
め
の

ヨ一一一手小ノ、
z
三
会
之
塁
、
系
J

、りノプ

詰
庄
太
午
ボ
ね
吋
足
当
ヨ
護
主
ヅ
ム

L
I
-
-
一，

政
出
を
見
て
み
ま
す
と
図

J

体
営
は

局
経
備
や
農
用
地
開
発
な
ど
}一農
業
振

興
の
た
め
に
一
使
わ
れ
る
農
林
水
産
業

貨
が
ト

ッ
プ
で
二
億
七
千
三
百
十
一

万
円
。
次
い
で
総
務
授
が
二
億

一
千

九
百
二
十
万
円
で
十
四

・
O

%
、
こ

れ
は
役
場
の
維
持
管
理
や
選
挙
費
(
県

議
員
、
山
中
市
参
議
員
、
村
議
員
選
)
な

ど
に
使
わ
れ
だ
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
費
は
二
億
一
千
七
百

七
十
七
万
円
で
十
三

・
九
%
を
占
め

て
お
リ
、
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
設

置
さ
れ
た
ゲ

i
ト
ボ
!
ル
場
や
管
理

械
の
建
設
費
や
玉
一
小
の
校
舎
補
修

工
事
な
ど
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の

充
実
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
c

そ
の
ほ
か
、
公
償
資
は
一
億
二
千

二
百
八
十
九
万
円
、
福
祉
の
向
上
の

た
め
の
民
生
裂
に
は
一
億
一
千
十
万

-県単林道開設事業 ......12，524千円

-補助道路改良事業.......30 .000千円

-災害復旧事業……一…'155.378千円

単

-勤労者体育館建設事業 43，165千円

事ー

三F
Z守主

円
、
成
人
病
検
診
や
健
康
管
理
の
た

め
の
衛
生
費
に
九
千
六
百
四
十
九
万

円
の
傾
に
な
っ
て
お
り
、
総
額
で
十

五
億
六
千
八
十
六
万
円
の
お
金
が
村

づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

-・84，300千円

-団体営ほ場整備事業......8ラ908千円

-道路台帳作成委託事業 30，050千円

-玉川l一小校舎補修事業...3.400千円

'77，135千円

-・20，176千円

-村民運動場笠{賄事業

-県道改良事業負:t.!J.金

-非補助土地改良事業

独

国

--=a・4 

業

住民の健康づくりに
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村民一人当りに使われた

お金は207ヲ839円

農林水産業費

36，367円

教育費 28，996円

総務費 29， 189円

災害復旧費 20，690円

土木費 26，712円

犠 H 附川i日削111川11附11川1

@土地 222，643.21m' 

@建物(役場庁舎・学校・公営住宅など)

24，491 . 38m' 

@山字本 532，150.60m2 

@有価証券(東邦銀行株券外)

2，311千円

⑧出資の権利

/石川地方森林組合、県社会福祉基金L
I県土地改良基金協会など / 

5，782千円

。
基金積立金

や財政調整積立金

や土地開発基金

や高齢者等肉牛飼育型

業基 金

や {憂良肉牛飼育

事業基金

92，100千円

41，246千円

相牛 40頭

1，966千円

和牛 15頭

。

。。
公債費 16，364円 口元;一一一

民生費 14，780円

費

費

費

費

防

会

働

工

消

議

労

簡

9，217円
6，160円
5，658円

857円

一一一一一

衛生費 12，849円

支払基金交付金 125，149千円

国産支出金 35，955千円

県 支 出 金 9，086千円

繰 人 金 11，397千円

繰 越 金 4，646千円

諸 収 人 124千円

円「千一ま
一
療
一
支

出
一
三
一
者

歳
一
ー
ー
;

181，348千円

4，646千円
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保険給付の内訳 〈

療養諸 費……… 229，715千円

高額療養費・・・・・・・・・・・・25，498千円

助 産 費・・・・・…・一.3，400千円

葬祭費………… 1，350千円 j 

剛刷川H川川111川川11川川H刷川川11川11
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円

4

-千

円
日
記

千

Q
バ

ρ

O

A生

4
 

PA

他

日

の
金

一そ

越繰

その他 4，820千円1.3%

113，774円

29，964円

1，138世帯

4，321人

. 1世帯当りの保険税

. 1人当りの保険税

-国保加入世帯

・被保険者数

昭
和
五
十
八
年
度
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
収
入
総
額

が
四
矯
一
千
六
百
十
九
万
円
。

な
か
で
も
国
庫
支
出
金
は
二
億

四
千
八
百
七
万
円
で
総
額
の
五

九
・
六
%
を
占
め
て
お
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の
一
べ億
三
千
八

百
六
十
四
瓦
障
を
ム
ー
か
せ
る
と

収
入
総
額
の
九
O
%
以
上
に
な

り
、
こ
の
二
つ
が
大
き
な
財
源

に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
世
帯
が
納
め
る
保
険
税

は
、
一
世
帯
当
り
十
一
万
三
千

七
百
七
十
四
円
で
昨
年
度
に
比

べ
る
と
一
万
七
十
九
円
の
負
担

増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
を
見
て
み
ま
す

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
保
険
給

付
費
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
当
り
の
年
間
医
療
費
は
十

万
四
千
六
百
四
十
一
一
円
、
昨
年

に
比
ポ
て
五
手
四
百
九
十
二

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

出
総
額
三
億
七
千
四
百
五
十
八

万
円
で
収
入
か
ら
差
引
き
ま
す

白之
四
千
百
六
点
ぷ一〆三
万
円
の
室
内
字

決
算
に
か
っ
て
い
ま
す
。

業

万
円
で
す
。

白
純
利
益
と
し
v
r
u
生

u

じ
た

五
百
五
万
円
は
、
前
年
度
の
未
処
理

分
利
益
剰
余
金
と
合
わ
せ
、
減
出
演
積

立
金
と
翌
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
に

充
当
し
、
設
備
な
ど
水
道
の
固
定
資

産
を
し
て
使
わ
れ
た
資
本
的
支
出
の

九
百
三
十
六
万
円
は
、
過
年
度
勘
定

留
保
資
金
と
し
て
補
充
し
ま
し
た
。

。

営業外収益

21，055千円

収

タ--s:
i瓦L

給水の状況

-給水戸数 1，186戸

・年間給水量 361，440m3 

.-8平均給水量 988m3 

9，136千円
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中
学
生
や
高
校
生
に
生
き
た
英
語
を

教
え
る
た
め
、
文
部
省
か
ら
全
面
の
都

道
府
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
米
人
の
英

語
指
導
主
事
助
手
の
う
ち
、
東
北
@
北

海
道
地
区
担
当
の
十
人
が
九
月
二
十
二

日
須
釜
中
に
集
ま
り
、
研
究
協
議
会
を

開
き
ま
し
た
。

こ
の
指
導
主
事
助
手
の
協
議
会
は
、

小
規
模
の
生
徒
や
教
師
に
多
く
の
ア
メ

リ
カ
人
に
会
う
機
会
や
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
、
じ
か
に
指
導
法
や
仕
事
、
生
活

面
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
を
呂
的
に
、
各
県
持
ち
回
り
で
年
一

間
関
か
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
初
め
て
の
こ
と
。
須
釜
中

が
開
催
校
に
選
ば
れ
た
の
は
、
去
る
七

月
十
日
、
県
教
委
に
所
属
し
て
い
る
カ

ー
ル
・
サ
ン
ド
バ

i
グ
さ
ん
が
指
導
で

同
校
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
生
徒

数
百
ニ
十
二
人
と
規
模
的
に
も
小
さ
い

の
と
、
何
よ
り
も
生
徒
た
ち
が
素
直
で

親
し
み
ゃ
す
く
、
先
生
が
た
の
熱
意
が

非
常
に
印
象
深
く
残
り
、
協
議
会
の
世

話
人
で
も
あ
る
カ
ー
ル
さ
ん
の
た
っ
て

の
希
望
と
か
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
集
会
で

は
、
生
徒
た
ち
は
一
度
に
十
人
の
ア
メ

リ
カ
人
を
前
に
し
て
緊
張
ぎ
み
。
で
も

ジ
ェ
ス
チ
ャ
!
と
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え

て
の
自
己
紹
介
が
始
ま
る
と
、
生
徒
た

ち
も
幾
分
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
様
子
で
笑

111111削

験

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

陽
気
で
若
さ
い
っ
ぱ
い
の
ア
メ
リ
カ

人
先
生
は
、
す
ぐ
に
生
徒
た
ち
と
打
ち

と
け
あ
い
、
授
業
風
景
も
和
気
あ
い
あ

い
。
に
野
球
の
バ
ッ
ト
や
テ
ニ
ス

特
に
発
音
の
住
方
を
中
心
に
指
導
を

受
け
、
本
場
の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
生
徒
た
ち
は
、
貴
重
な
体
験
を

し
た
よ
う
で
す
。

同
夜
は
小
原
霊
孝
P
T
A
会
長
ら
五

軒
の
家
に
民
泊
し
、
家
族
や
近
所
の
人

も
ま
じ
え
、
和
や
か
に
交
流
。

空
港
建
設
地
と
し
て
近
い
将
来
、
空

の
玄
関
口
と
な
る
村
は
、
一
度
に
十
人

も
の
外
国
人
が
訪
れ
、
と
き
な
ら
ぬ
日

米
親
普
ム

i
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

の
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
り
、
ギ
タ
ー

に
あ
わ
せ
て
歌
っ
た
り
と
生
徒
た
ち
に

英
語
へ
の
親
近
感
や
興
味
を
引
く
工
夫

が
し
て
、
楽
し
い
授
業
と
な
り
ま
し

ょ
ん
。

今の発音はペリーゲ'"ト

良く私の口元を見てね

私のホームはここです〈歓迎集会〉また会う自まで……。
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昭
和
五
十
九
年
度
の
敬
老
会
が
九
月

十
三
日
午
前
十
時
か
ら
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
招
待
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
三
百

六
十
八
人
で
、
そ
の
う
ち
の
こ
百
二
十

人
が
出
席
。

村
長
か
ーら
「
み
な
さ
ん
の
元
気
な
お

姿
を
拝
見
し
嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
査
か
な
人
生
経
験
を
生
か
し
、

意
義
の
あ
る
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
人
生

を
歩
ま
れ
る
先
輩
と
し
て
ご
指
導
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
今
年
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
小
針
イ

シ
さ
ん
ほ
か
二
十
一
名
に
敬
老
年
金
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
矢
部
丑
五
郎
・
タ
ツ
さ
ん
ご

夫
妻
(
川
辺
〉
、
小
針
千
志
雄
・
タ
ツ

ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
(
中
〉
、
佐
藤
吉

一・

ヒ
サ
さ
ん
ご
夫
妻
(
竜
崎
)
に
そ
れ
ぞ

れ
お
祝
い
と
し
て
夫
婦
座
布
団
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
に
続
い
て
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
「
花

笠
音
頭
」
や
「
秋
田
お
ば
こ
」
な
ど
各

支
部
の
出
し
物
に
お
年
寄
り
の
み
な
さ

ん
は
大
変
満
足
気
の
様
子
で
し
た
。

お
年
寄
り
の
中
に
は
観
る
だ
け
で
な

く
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
っ
て
、
歌
や
踊
り

を
按
露
す
る
芸
達
者
な
お
年
寄
り
も
い

て
、
会
場
は
終
始
笑
い
と
拍
手
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

も

ま
た
、
お
酒
を
汲
み
か
わ
し
て
旧
交

を
あ
た
た
め
あ
っ
た
り
、
話
し
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、
笑
顔
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

お

わ

び

先
月
号
(
九
月
号
〉
の
広
報
に
、
敬
老

の
日
の
特
集
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し

た
長
寿
番
付
表
の
小
結
の
欄
に
記
載
も

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
北
須
釜
の
関
根
キ

ヨ
さ
ん
(
九

O
白
川
)
と
、
同
じ
く
瀬
谷
ト

リ
さ
ん
(
九

O
歳
)
の
お
二
人
で
す
。

深
く
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

次々に繰り広げられる7トラクションに笑顔が

話しに夢中みたいですね(どんな話題かな〉
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悩
み
や
苦
情
は

ま
ず
相
談

ド寸
河
'沖
四
日
か
ら
十
月
二

O
自

主
一色
。
ρ
一ド
週
間
は
「
秋
の
行
政
相

談
週
間
山
で
す
。

行
政
相
談
員
は
、
み
な
さ
ん
が

国
ギ
県
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関

公
社
日・
公
団
等
の
仕
事
に
関
し
て

抱
一い
て
い
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い

て
無
料
芳
親
身
に
相
談
に
応
じ
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

一先
月
んに
続
い
て
、
交
通
安
~全
作
文

コ
ソ
ク
ー
ル
に
入
選
さ
れ
た
作
品
を

ご
紹
允
じ
ま
す
。

~i釜中学校 2 年

石森金弘君

一「

父

通
つ 事

ぃ舎
でに

最
近
交
通
事
故
に
よ

i

る

死

傷

者

が
、
だ
ん
だ
ん
と
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
交
通
事
故
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
、
住
民
課
又
は
玉
川
村
社
会
福
祉
協

議
会
一応
お
尋
ね
干
さ
い
。
ハ
桂
協
)

(相談員〉

小山田伸氏
小高字向久保85

〈電話 2302)

一凍
隊
第
一一一…~mw

一舞
誕
生
議
室
宏
一

高
額
医
療
費
支
払
資
金

貸
付
制
度
の

ご
利
用
を

各
ク
ラ
ス
の
代
表
六
名
は
、
日
ご
ろ

非
行
防
止
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
亡
と

昭
和
五
十
九
年
度
に
創
設
さ
れ
た
こ

の
制
度
は
、
、最
近
の
医
療
費
の
高
額
な

支
払
い
に
困
難
な
低
所
得
者
へ
の
援
助

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

利
用
し
た
い
方
ゃ
ー
詳
細
に
つ
い
て

い

と

思

い

ま

す

。

ま

す

。

今

か

ら

四

年

前

、

北

須

釜

の

明

交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
原
因
で
起
こ
神
様
の
四
つ
角
の
所
で
の
交
通
事
故
は

る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
自
転
車
に
よ
僕
の
母
の
実
家
の
伯
母
と
伯
母
の
娘
さ

る
自
転
車
事
故
、
こ
れ
は
よ
く
あ
る
こ
ん
だ
っ
た
の
で
す
40

そ
の
日
、

娘
さ
ん

と
で
す
。
四
つ
角
な
ど
で

1

自
分
の
乗
は
、

母
を
仕
事
場
に
送
っ
て
行
く
途
中

っ
て
い
る
自
転
車
の
横
に
、
大
型
の
ト
の
で
き
ご
と
で
す
。
石
川
方
面
か
ら
向

ラ
ッ
グ
が
並
ん
で
い
て
左
折
し
よ
う
と
か
つ
て
来
た
車
と
接
触
し
て
し
ま
い
ま

し
て
い
ま
す
。
自
転
車
も
左
折
し
よ
う
し
た
。
そ
の
接
触
で
娘
さ
ん
は
即
死
、

と
し
て
い
て
、
両
方
と
も
同
時
に
出
伯
母
は
救
急
車
で
運
ば
れ
る
途
中
で
死

て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
前
の
方
は
大
丈
夫
だ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

な
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
、
翌
日
の
朝
、
母
の
実
家
へ
行
き
、
伯

荷
台
の
と
こ
ろ
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
母
と
娘
さ
ん
を
見
て
僕
は
泣
い
て
し
ま

る
の
で
、
気
を
つ
け
て
油
断
し
な
い
い
ま
し
た
。
伯
母
さ
ん
と
娘
さ
ん
は
と

で
、
乗
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
て
も
や
さ
し
く
て
い
い
人
だ
っ
た
の
に

い
く
ら
気
を
つ
け
て
も
、
い
つ
、
ど
こ
と
、
い
ま
だ
に
、

僕
の
心
に
そ
の
こ
と

で
事
故
に
あ
ら
か
わ
か
ら
な
わ
の
が
交
υ

対
残
古
一ぎ
わ
ま
す
。

通
事
故
で
す
O

九一一一一九一一

、

、
一

一俊
志
交
通
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ

そ
れ
か
ら
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
り
ま
す
。
昨
年
の
十
月
十
九
日
、
こ
の

す
ぎ
の
せ
い
で
死
ん
で
し
ま
う
人
も
い
日
は
自
分
の
誕
生
日
の
自
で
あ
り
、
芋

が
選
は
れ
、
優
秀
賞
に
は
矢
部
文
江
さ

ん
(
一
二
年
)
の

一明
美
一じ
い
言
葉
を
求
め

い
ーと
首
藤
純
子
さ
ん
パ
二
年
〉
の
「
真

の
友
情
と
は
」
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま

し
た
。

:h '~を
;ーを ，ー

す 斉
。公
開
建
築

ロ

ノL舎建対す定途る機す違蚕十何て
を の 築 す 0 めに敷能。反や七に 凋

言要議員 急宅塊皇 室号 i 両
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毎
日
、
早
朝
か
ら
道
路
に
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
る
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
黙
々
と

拾
い
続
け
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

し
て
い
る
と
し
て
、
‘九

月
、十
日
福
島
市

で
行
わ
れ
た
建
設
朱
恒
表
彰
の
伝
達
式

の
席
上
、
蒜
生
字
架
木
内
の
真
弓
永
作

さ
ん
(
印
〉
が
県
道
路
愛
護
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
錨
人
と
し

て
真
弓
さ
ん
一
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た。

!
真
弓
さ
ん
が
ゴ

弐
拾
い
を
し
始
め
て

か
ら
二
年
余
り
。
昭
和
五
十
七
年
二

月
、
新
聞
に
八
十
五
歳
の
お
年
寄
り

が
、
散
歩
が
て
ら
道
路
沿
の
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
て
い
る
と
い
う
記
事
が
載
り
ま

し
た
。深

い
感
銘
を
受
け
た
真
弓
さ
ん
は
、

発
奮
す
る
と
同
時
に
即
実
行
に
移
し
、

そ
れ
以
来
、
雪
や
雨
の
日
を
除
く
毎

朝
、
一
輪
車
を
引
き
、
散
乱
し
て
い
る

ゴ
ミ
を
集
め
る
の
が
日
課
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
空
き
缶
の
数

は
八
、
二
八
一
本
九
距
離
で
は
十
一
回

に
も
な
り
ま
す
、
ま
た
空
き
瓶
は
二
、

一
六
五
本
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
は
入
、
二

七

O
枚
、
た
ば
こ
の
吸
い
ガ
ラ
は
三

二
、
六
二
一
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
大
げ
さ
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で

は
た
い
し
、
自
分
の
健
康
の
た
め
に
と

思
っ
て
や
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
地

域
の
た
め
に
、
ほ
ん
の
少
し
お
手
伝
い

し
て
い
る
だ
け
で
、
表
彰
さ
れ
る
な
ん

て
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
ま
す
よ
」
と
端
々
と
し
た
口
調
で
話

す
真
弓
さ
ん
。
道
路
愛
護
の
精
神
を
率

先
し
て
実
行
し
て
い
る
真
弓
さ
ん
に
あ

た
た
か
い
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

道路愛護で表彰された真弓さん

車謹還翠盟置

薬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
適
し
た
飲
み
方
や
使

い
方
が
あ
り
ま
す
。
薬

を
使
用
す
る
と
き
は
、

袋
な
ど
に
書
か
れ
て
い

る
指
示
に
従
い
ま
し
ょ

。
》つA

H
決
め
ら
れ
た

量
を
守
る

決
め
ら
れ
た
量
を
守

ら
な
け
れ
ば
、
薬
の
効

果
は
得
忘
れ
ま
せ
ん
。

症
状
が
重
く
な
い
か
ら
少
量
で
い
い

と
か
、

多
く
飲
ん
で
早
く
直
そ
う
な
ど

と
い
う
思
い
込
み
は
危
険
で
す
。

合
時
簡
を
守
る

量
と
同
様
、
時
間
を
守
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
食
前
、
食
後
、
食
間
な
ど
の

「
服
用
時
間
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
食
前
、
食
後
、
食
間
と
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
い
い
ま
す
。

食
前
H

胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ
て

い
な
い
時
(
食
事
の
一
時
間

J
一
一
一
十
分
前
)

食
後
日
胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ
て

い
る
と
き
(
食
後
三
十
分
以

内〉

食
間
H

朝
食
と
昼
食
の
間
な
ど
、
次

の
食
事
を
す
る
ま
で
の
問

年
金
の
受
給
者
は

『
現
況
届
』
を

れ

ず

t

…
ν
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金

ま
た
は
通
算
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
現
況
屈
を
提

出
す
る
こ
と
-に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
引
続
い
て
年
金
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
、
年
金
を
受
け

て
い
る
方
の
生
存
を
確
認
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
届
出
が
な
い
場
合

は
、
生
存
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め

年
金
の
支
払
い
を
一
時
差
止
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月
の
前

月
末
ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
届
い
た
ら
村
長
の
証
明
を
う
け

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
の
時
期
に
な
っ
て

も
、
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
に
は
、

役
場
ま
た
は
支
所
窓
口
に
用
紙
が
あ

〆

リ
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
一

現
況
屈
の
提
出
を
忘
れ
、
年
金
の
~

支
払
を
差
止
め
ら
れ
た
方
が
毎
年
数
一

多
く
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
(

さ

い

。

~

ま
た
、
八
時
間
ご
と
な
ど
と
、
時
間

で
指
定
さ
れ
て
い
る
抗
生
物
質
の
う
よ

な
薬
も
あ
り
ま
す
。
抗
生
物
質
は
、
病

気
の
原
閣
に
な
っ
て
い
る
細
菌
を
殺
す

薬
な
の
で
、
体
内
の
薬
の
量
を
一
定
以

上
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
服

用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

す
あ
れ
こ
れ
飲
ま
な
い

現
在
、
飲
み
続
け
て
い
る
薬
が
あ
っ

て
、
別
の
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
は
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

。

〉
円
ノ

カ
保
存
は
子
供
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
へ

ょのれ
う手ま誤
。のすっ

届:、。て
かf薬子
なにーを供
い ー保が
と 存 飲
こすむ
ろるこ
へとと
置きが
きは考
ま子え
し供ら

川
辺
郵
便
局
が

新
築
移
転
し
ま
す

昭
和
三
十
六
年
四
月
に
現
在
地
ハ
小

高
字
南
畷
)
に
新
築
開
業
以
来
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
局
舎
が
老
朽
化
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
こ
の
た
び
小
高
字
中
畷
に
新

築
し
、
十
月
二
十
九
日
か
ら
営
業
開
始

い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一

生
懸
命
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
‘た
い
と
思
い

ま
す
。な

お
切
手
展
、
書
道
展
の
記
念
行
事

や
ご
来
局
の
皆
さ
ん
の
粗
品
贈
呈
、
記

念
は
が
き
の
販
売
、
郵
便
貯
金
・
簡
易

保
険
な
ど
の
特
別
感
謝
セ

l
ル
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
〈
だ

歩、.、。

句、
C
3
h
v
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該
当
者
は
届
出
を

今
ま
で
で
す
と
会
社
な
ど
を
定
年
退

職
し
た
人
た
ち
の
場
合
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
一

日
か
ら
こ
の
人
た
ち
の
う
ち
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
新

し
く
で
き
た
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で

受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
は
、
退
職
者
医
療
制
度

の
あ
ら
ま
し
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。(加 i

退ス l

撃で!
謀き!
険る i

iぎ人 i

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人

が
退
職
被
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す。
①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
o

pA

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人
。

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の

被
用
者
年
金
制
度
の
老
齢
(
退
職
)

年
金
の
支
給
を
う
け
て
い
る
人
。

ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
年
金
制
度

の
加
入
期
間
が
十
年
以
上
加
入
し

て
、
通
算
老
齢

相
退
職
〉
年
金
の

支
給
を
う
け
て
い
る
人
。

退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
と
し
て

認
め
ら
れ
る
人
は
次
の
範
囲
の
人
で

す
Q
t了

国
民
健
療
保
険
の
加
入
者
で
あ
っ

て
、
退
職
被
保
験
者
と
生
活
を
共
に
し
、

主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
次
の
人

①
退
職
被
保
険
者
の
父
母
、
配
偶

者
(
内
縁
含
む
〉
及
び
子
、

‘孫、

妹
な
ど
で
三
親
等
内
の
親
族
。

②

配

偶

者

・
(
内
縁
含
む
〉
の
父
母

及
び
連
れ
子
。

な
お
、
退
職
被
保
険
者
本
人
が
老
人

保
健
法
の
適
用
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き
は
、

退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
の
資
格
を

失
い
、
、一
般
の
国
保
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。資(

格:

;の;

i発:

;生 i

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
、
年
金

の
受
給
権
の
発
生
し
た
日
で
す
。
(
た

だ
し
、
共
済
組
合
の
退
職
年
金
叉
は
通

算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
若
年
を
理

由
と
し
て
そ
の
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
支
給
停
止
が
解

除
さ
れ
た
日
。
)
年
金
受
給
権
が
発
生
す

る
と
本
人
宛
に
「
年
金
証
書
」
が
送
付

さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
世
帯
主
は
年
金

証
書
到
着
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
年
金

証
書
(
裁
定
通
知
書
)
及
び
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て

役
場
住
民
課
又
は
強
釜
支
所
へ
届
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保

険

証

一
般
の
留
保
被
保
険
者
証
と
は
別
に

退
職
被
保
険
者
の
た
め
の
新
し
い
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

保 :

手先

F会

退
職
被
保
険
者
の
保
険
税
は
、
一
般

の
国
保
の
被
保
険
者
の
算
定
方
法
に
準

じ
て
行
な
わ
れ
、
世
帯
単
位
に
賦
課
さ

れ
ま
す
。

一
つ
の
世
帯
に
一
般
の
被
保
険
者
と

なの退
り 合 職
ま算被
す額保
。 を 険

納者
めが
てい
し、る
た場
工合
くは

と両
に方

診
療
の
う
け
方
一

医
療
機
関
に
役
場
か
ら
交
付
を
う
け

た
「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
持
参
し
て

診
療
を
う
け
ま
す
。
そ
の
と
き
次
の
よ

う
な
一
部
負
担
金
を
医
療
機
関
に
支
払

い
ま
す
。

残
り
の
医
療
費
は
退
職
者
医
療
制
度

が
支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

o
退
職
被
保
険
者
本
人

医
療
費
の

2
割

。
扶
養
家
族

外
来
は
医
療
費
の

3
割

入
院
は
医
療
費
の

2
割

※
こ
れ
ま
で
一
律
に

3
割
負
担
で
あ
っ

た
の
に
比
べ
、
医
療
機
関
に
支
払
う

自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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高
額
療
養
費
制
度
が
変
わ
る

3
3
3
3
3
十
月

健
康
保
険
の
改
正
に
と
も
な
い
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
内
容
も
変
更
さ

れ
、
高
額
療
養
費
制
度
が
十
月
一
日
か

ら
変
わ
り
ま
し
た
。
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ど
ん
な
と
き
に

支
給
さ
れ
る
か

ω
自
己
負
担
が
五
万
一
千
円
以
上
の

場
合医

療
費
の
自
己
負
担
が
、
一
人
、

一
カ
月
、
一
つ
の
病
院
や
診
療
所
広

つ
い
て
五
万
一
千
円
を
超
え
た
場

合
、
そ
の
超
え
た
分
は
国
保
が
負
担

し
ま
す
。
た
だ
し
、
低
所
得
者
ハ
住

民
税
非
課
税
世
帯
〉
に
つ
い
て
は
三

万
円
で
す
。

ω
同
一
世
帯
で
同
一
月
に
三
万
円

(
低
所
得
者
に
あ
っ
て
は
二
万
一
千

円
〉
以
上
の
自
己
負
担
が
複
数
生
じ

た
場
合
に
は
、
そ
の
額
を
合
算
し
て

五
万
一
千
円
(
低
所
得
者
は
三
万
円
)

出川11111111 (13) 1111問 1111川

日
か
ら
実

一一施
。
3

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
留
保
が
負

担
し
ま
す
。

ω
同
一
世
帯
で
前
十
二
カ
月
間
に
四

回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

る
場
合
に
は
、
四
回
目
か
ら
一
ニ
万
円

(
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
〉
を
超

え
た
分
に
つ
い
て
国
保
が
負
担
し
ま

(す。ω
療
養
に
要
す
る
期
間
が
著
し
く
長

く、

・一
定
の
高
額
な
治
療
を
継
続
し

て
行
う
必
要
の
あ
石
病
気
で
、
一厚
生

大
臣
の
定
め
る
も
ι

紘
一位
一u
d
…で一は、

自
己
負
担
の
限
度
額
、
が
日比一
一戸
持
刊
と
な

り
、
一
万
円
を
超
え

K
医
療
費
は
国

保
が
負
担
じ
ま
す
J

ど
ん
な
手
続

1

か
い必
要
か

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
を
思
わ
れ

る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
玄
払
っ
た
領

収
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
住
民
諜
又

は
須
釜
支
所
で
申
請
手
続
が
必
要
で
す

十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
、

ま
た
こ
の
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康

週
間
」
で
す
。

今
年
か
ら
始
ま
る
こ
の
週
間

は
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
守
つ
く
り

と
成
人
病
予
防
の
た
め
の
週
間
で

す。
老
後
の
準
備
は
経
済
面
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
健
康
に
つ
い

て
も
備
え
が
必
要
で
す
。

りを始めよう健康づく
10月間白から18田まで

340歳力、らの健康週間τす

*
運
動
し
な
い
と
生
き
で
い
限
設
一い

人
間
は
動
物
で
す
か
ら
、
動
い
て
い
そ
の
結
果
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が

る

の

が

木

来

の

姿

で

す

。

得

ら

れ

、

!J
R
J
qLY
子
一
つ
で
火
が
起
こ

食
べ
物
を
得
る
、
水
を
汲
む
、
火
を
る
と
い
つ
だ
具
合
に
、
繰
り
返
し
行
う

起
こ
す
:
:
:
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
、
労
働
か
ら
逃
れ
た
り
、
つ
ら
い
労
働
に

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
今
よ
り
も
か
か
わ
る
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
成

H

体
を
動
か
し
て
い
た
H

は
ず
で
す
。
功
、
心
川ま
じ
た
o
J

し
か
し
吋
そ
の
一
方
で

楽
を
し
た
い
、
体
を
動
か
し
た
く
な

H

運
動
不
足
H

と
い
う
問
題
を
抱
え
込

ん
だ
の
で
す
。

来

体
は
ハ
ン
ド
ル
や
ギ
ヤ
と
同
じ

運
動
不
足

i
ー
そ
の
際
立
っ
た
例
は

宇
宙
飛
行
士
で
し
ょ
う
。
宇
宙
飛
行
で

最
大
の
危
険
は
、
体
重
ゼ
ロ
と
い
う
状

態
に
人
体
が
慣
れ
切
っ
て
し
ま
う
こ
と

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態

で
は
、
重
力
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
足

腰
の
筋
肉
に
血
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

使
わ
な
い
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
や
ギ

ヤ
に
油
が
通
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
思

い
浮
べ
て
く
だ
さ
い
。

放
っ
て
お
く
と
動
か
な
く
な
っ
て
し

ま
う
は
ず
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
日
課
に
運
動
時

聞
を
組
み
入
れ
た
り
し
て
、
絶
え
ず
動

か
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
は
自
分
で
手
に
入
れ
る
も
の

あ
な
た
は
健
康
で
す
か
i
i
l
こ
う
関

か
れ
た
と
き
、
た
め
ら
い
な
く
「
は
い
」

と
答
え
ら
れ
る
人
が
何
人
い
る
で
し
ょ

う
か
。
開
じ
質
問
を
全
国
の
二
十
歳
以

上
の
入
、
一
二
千
入
に
問
問
い
か
け
た
調
査

(
総
理
府
広
報
室
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
世
論
調
査
」
昭
和
五
十
七
年

寺長

十
月
〉
で
は
、
「
自
分
は
健
康
で
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
、
半
数
以
下
の
四
六
・

五
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
国
民
健

康
調
査
」
ハ
厚
生
省
〉
に
よ
れ
ば
、
国
民

の
入
・
一
人
に
一
人
が
、
何
ら
か
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ψ
ポ

積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を

度
H

が
あ
る
は
ず
で
す
。

健
康
と
は
単
に
が
病
気
で
な
い
状

態
υ

に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら

に
一
歩
進
め
て
、
「
体
を
常
に
ベ
ス
ト
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保
つ
」
と
い
う
、

積
極
的
な
健
康
幸
つ
く
り
に
努
め
た
い
も

の
で
す
。
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明
る
い
話
題
や
催
し

な
ど
が
あ
る
と
き
に
は

企
画
課
ま
で
。

(
電
=
二

O
ご

老
人
ク
ラ
ブ
が
ゲ
i
ト
ポ
i
ル
大
会

足
先
に
ス
ポ
ー
ツ
の
秩

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
。
そ
の
皮
切
り
と
ば
か

り
、
九
月
二

O
司
石
川
地

方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
ゲ
l
ト
ポ
ー
ル
大
会

が
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
管
内
の
老
人

グ
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
が
四

百
人
ほ
ど
集
ま
り
、
プ
レ

ー
に
応
援
に
ハ
ッ
ス
ル
し

て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ト
の
中
で
ゲ
l
ト

を
ね
ら
っ
て
ボ

I
ル
を
打

ち
込
む
姿
は
、
と
て
も
お

年
寄
り
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
。
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ

ー
す
る
こ
ろ
が
、
こ
の
競

技
の
良
さ
。

今
大
会
に
は
二
十
四
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
で
鍛
え
た
腕
と
感

を
惜
し
み
な
く
発
揮
し
、

熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し

た。

銭創酬11削H川111山川11川川川11川f“t
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南

須

釜

念
仏
踊
り

声援を受けながらハッスルプレー

絡
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
会
場

と
な
っ
た
村
体
育
館
に
は
、
近
隣
市
町

村
の
青
年
団
員
ら
百
五

O
人
が
集
ま
り

二
時
間
に
わ
た
っ
て
笑
い
と
ペ
ー
ソ
ス

で
庶
民
の
心
を
描
い
て
は
随
一
の
監
督

の
話
し
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
就
改
セ
ン
タ
ー
の

日
木
間
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
監
督
を

囲
み
な
が
ら
談
笑
し
あ
っ
た
り
し
て
貴

重
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

山
田
洋
次
監
督
が

講

演

川
田
力
は
つ
ら
い
よ
H

で
お
な
じ
み

の
山
田
洋
次
監
督
が
、
九
月
六
日
本

村
を
訪
れ
、
「
寅
さ
ん
と
現
代
」
と
題

し
た
誠
一
似
会
を
行
い
ま
し
た。

こ
の
諮
部
会
は
石
川
地
方
青
年
連

ほ
ほ
え
ま
し
い

世
代
間
の
交
流

青
年
と
お
年
寄
り
が

共
同
で
奉
仕
作
業

土芸能まつりに出演されたみなさん

お
年
寄
り
と
青
年
が
一
緒
に
な
っ

て
奉
仕
作
業
1
1
0
九
月
九
日
(
日
〉

早
朝
か
ら
道
路
沿
え
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る

お
年
寄
り
と
青
年
の
ほ
ほ
え
ま
し
い

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
お
年
寄
り
の
か
た
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
持
と
う
と
本
団
が

企
画
し
た
も
の
で
す
が
、
南
須
釜
、

北
須
釜
岩
法
寺
の
各
青
年
団
が
賛
同

し
た
も
の
で
す
。
初
め
て
の
試
み
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
率
も
上
々
。

重
い
も
の
は
若
い
人
が
持
つ
な
ど
終

始
な
ご
や
か
ム

l
ド
。
作
業
が
一
段

落
し
た
後
は
公
民
館
に
集
ま
り
、
ジ

ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
た
後
、
自
己
紹
介

を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。奉仕作業のあとのほほえま七いーコマ
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農
業
所
得
の
確
定
申
告
に
は
青

色
申
告
と
出
色
中
告
の
ニ
通
り
あ

り
ま
す
。

車
問
色
申
告
者
に
は
当
然
記
帳
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
所
得
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
事
業
所
得
等

〈
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
〉
の
あ
る
人
に
対
し

て
、
記
帳
制
度
や
記
録
保
存
制
度

な
ど
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。そ

こ
で
、
そ
の
制
度
の
あ
ら
ま

し
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

1111111111111111111111111111111111111111 1II111111111W 1111111111111111111111111111 11111111 

ー
喝
容

a

趨
盟
問
調

麗の
あ
る
人
(
青
色
申
告
者
を
除
き
ま
す
)
で
、
次
の

印
ま
た
は
山
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
帳
簿
を
備
え
付
け
、

そ
の
年
の
取
引
の
う
ち
、
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
簡
易

な
方
法
に
よ
り
記
帳
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
帳
簿
を
七
年
間
(
品

婚
は
五
年
間
)
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

印
そ
の
年
の
前
年
十
月
三
十

一
日
に
お
い
て
、
前
々
年
分

の
事
業
所
得
等
の
金
額
が
三

百
万
円
を
超
え
る
入

∞
そ
の
年
の
三
月
一
一
一
日
に

お
い
て
、
前
年
分
の
事
業
所

得
等
の
金
額
が
三
百
万
円
を

超
え
る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
事
業
所
得
等
が
一
二
百
万
円
を

超
え
て
い
る
入
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
日
の
取
引
か
ら
記
帳
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。響

ー
の
記
帳
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
で
も
、
次
の
山
ま
た
は
∞
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
入
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
作
成
し
、
ま
た

は
受
領
し
た
帳
簿
や
書
類
(
決
算
関
係
書
類
、
請
求
書
、
納
品
書
、

領
収
書
な
ど
)
を
整
理
し
て
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ωそ
の
年
の
前
年
十
月
三
十

一
日
に
お
い
て
、
前
々
年
分

の
確
定
申
告
書
な
ど
を
提
出

し
て
い
る
人
や
前
々
年
分
に

つ
い
て
決
定
を
受
け
て
い
る
人

∞
そ
の
年
の
一
一
三
十
日
に

お
い
て
、
前
年
分
の
確
定
申

告
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
る

人
や
前
年
分
に
つ
い
て
決
定

を
受
け
て
い
る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
人
な
ど
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
の
取
引
に
関
す
る
も
の
か
ら

保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

設

総

収

入

金

管

制

農

そ
の
年
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
入

(
そ
の
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
入
を
除
き
ま
す
)
は
、

そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を

翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
な
い
人
で
も
、
五
十
九
年
中
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
の

合
計
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日

ま
で
に
、
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
報
官
話
器
掛
務
付
翻
麗

事
業
所
得
等
が
あ
る
人
(
青
色
申
告
者
を
除
、
き
ま
す
)
が
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の

内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
・
手
品
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
来
年
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
と
き
は
、
収
支
内
訳
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
説
明
会
を
開
き
ま
す

所
得
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
出
色
申
告
者
を
対
象
に
、
記
帳
や
記
録
保
存

の
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
き
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

記

・
営
庶
惜
一
訳
、
不
動
産
、
山
林
所
得
の
あ
る
方
:
:
:
十
一
月
五
日
(
月
)

石
川
町
商
工
会
館
(
午
前
・
午
後
の
二
回
調
鑑
〉

・
農
業
所
得
の
あ
る
方
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
十
一
月
二
十
八
日
ハ
水
〉

須
賀
川
市
西
袋
農
協

※
詳
細
に
つ
い
て
は
須
賀
川
川
税
務
署
会
話
会
主
!
ニ
克
己
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
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電
々
公
社
で
は
、
災
害
な
ど
の
異
常

時
に
も
安
定
し
た
通
信
を
確
保
す
る
た

め
の
設
備
と
し
て
「
地
下
電
話
ケ
ー
ブ

ル
」
を
埋
設
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す。
埋
設
箇
所
は
蒜
生
字
羽
根
石
地
内
か

ら
南
須
釜
字
蔵
前
地
内
の
県
道
「
千
五

沢
・
矢
吹
線
」
で
す
。

工
期
は
来
年
の
五
月
三
十
日
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
建
設

機
械
等
の
騒
音
や
通
行
な
ど
に
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
工

事
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
時
に
は
次
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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石
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電
報
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路
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十
月
一
自
か
ら

「
福
島
財
務
事
務
所
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト

東
北
財
務
局
福
島
財
務
部

大
蔵
省
東
北
財
務
局
「
福
島
財
務
部
」

が
国
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
本
年
十
月

一
日
か
ら
「
福
島
財
務
事
務
所
」
と
し

て
発
足
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
事
務
所

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
東
北
財
務
局
へ

事
務
、
が
移
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
国

有
財
産
の
売
り
払
い
や
貸
付
事
務
、
金

融
機
関
の
監
督
事
務
、
資
金
運
用
部
資

金
の
融
資
に
関
す
る
事
務
は
、
引
き
続

き
新
し
い
「
一
福
島
財
務
事
務
所
」
に
お
い

て
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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検
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子
セ
ン
タ
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B
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成
人
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四
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8
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日
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火
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幻
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訪
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(
木
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お
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導
士
ロ
公
民
館
午
前
9

時
鉛
分
J

山
小
量
公
民

館

午

後

1
時
初
分
J

母
親
学
級
就
改
セ
ン
タ

ー

午

前

9
時
部
分

成
人
病
予
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教
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岩
法

寺
公
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館
'
午
前
9
時
初

分
J

妊
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検
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(
東
部
)
母
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セ
ン
タ
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午
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1
時
初

分

J
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予
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注
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泉
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区
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前
9
時
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犬
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須
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後

1
時
鈎
分
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7
日

m
日
〉
第
M
田
村
民
体
育
祭

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

8
時
加
分
開
会

日
日
(
木
〉

J
口
日
(
金
〉

高
齢
者
教
室

〈
野
外
研
修
〉

幻
自
(
土

)
J
U
月
4
日
〈
日
)

文
化
祭

青
年
教
室
を
開
催
グ

左
記
の
内
容
で
青
年
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

と

き

/

と
こ
る
/

十
月
二
十
二
日
(
月
〉

夜
七
時
J
九
時

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

内

""宅官
/ 

県
中
教
育
事
務
所
の
社

会
教
育
主
事
原
竹
竹
十

先
生
の
講
演
「
青
年
と

L
て
の
自
覚
と
役
割
」
.

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
山

す。
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く

境関関中駒木根小溝小野佐生名児氏出
め

藤野木藤
や

白 根 根 沢 針井木崎藤
で

春六康藤庄勝妻名 ，......， 康裕広 美智美〈

次郎竹七松美 /¥ み 雄樹之勇悠肖香美文幸 八 た

78 66 70 67 75 57 年齢 ε 喜J出尚
孝勝正友等弘富昭松清見者保名交 分月届出) 弘 敏藤長豊

志永則樹{乍勝主名帯位 財 日 二 栄 男 夫 晴

村のようす

(59年9月 1日現在〉

信ト 1.533P(+ 2) 

古事 7，475人(+6) 

重 3，678人(+2) 

意 3，797人(+4) 

あ
り
が
と
』
つ

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
、
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。淳

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

-
北
須
釜
の
関
根
辰
雄
さ
ん
よ
り

士

宮

万

円

・
南
須
釜
の
佐
藤
豊
勝
さ
ん
よ
り

士

官

万

円

・
四
辻
新
田
の
関
根
弘
志
さ
ん
よ
り

弐

万

円

・
四
辻
新
田
の
鈴
木
長
作
さ
ん
よ
り

弐

万

円

・
古
の
森
永
さ
ん
よ
り

壱

万

円

・
中
の
高
林
甚
之
助
さ
ん
よ
り

士
官
万
円
。

・
川
辺
の
三
瓶
力
さ
ん
よ
り

壱

万

円

・
小
高
の
溝
井
源
三
郎
さ
ん
よ
り

壱

万

円

ハ
社
会
福
祉
協
議
会
〉

あ
な
た
は
火
事
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い




